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安倍政権はいらない！

新宿御苑
楽羽亭と八重紅枝垂桜
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安
倍
政
権
に
よ
る
『
官
製
春
闘
』
に
も

関
わ
ら
ず
、
実
質
賃
金
は
５
年
連
続
で
減

少
し
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
一
部
投

資
家
を
潤
し
た
だ
け
で
、
貧
困
と
格
差
は

拡
大
、次
世
代
に
ツ
ケ
を
回
し
て
い
ま
す
。

　

過
労
死
防
止
を
う
た
っ
て
打
出
し
た
労

働
時
間
規
制
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
上
限

と
す
る
悪
質
な
制
度
で
あ
り
、
実
効
性
も

疑
わ
れ
て
い
ま
す
。安
倍
政
権
の
姿
勢
は
、

明
確
に
労
働
者
に
敵
対
す
る
も
の
で
す
。

　

総
資
本
と
安
倍
政
権
に
真
っ
向
か
ら
反

撃
す
る
こ
と
が
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
の
基

本
課
題
で
す
。
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
は
、
現

役
と
の
共
闘
の
場
で
す
。
退
職
者
会
は
今

年
も
全
力
で
す
。奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

　

一
昨
年
９
月
の
戦
争
法
強
行
に
始
ま

り
、
福
島
原
発
事
故
自
主
避
難
者
の
切
捨

て
と
原
発
再
稼
働
、
沖
縄
県
民
の
民
意
を

踏
み
に
じ
る
基
地
建
設
強
行
、
教
育
勅
語

礼
賛
、
共
謀
罪
な
ど
安
倍
政
権
の
暴
走
が

止
ま
り
ま
せ
ん
。
司
法
は
安
倍
一
強
政
権

に
そ
ん
た
く
し
、
政
権
寄
り
の
判
決
を
連

発
し
て
い
ま
す
。
衆
参
両
院
で
改
憲
勢
力

が
３
分
の
２
を
占
め
、「
憲
法
改
悪
」
が

現
実
の
課
題
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

戦
後
最
大
の
危
機
と
い
え
る
よ
う
な
状

況
で
す
が
、
反
撃
は
弱
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
の
大
き
な
共

同
行
動
と
し
て
５
月
３
日
に
憲
法
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

5・1日比谷メーデー

昨年の日比谷メーデー

5・３ 憲法集会

昨年の憲法集会
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に
開
催
し
ま
す
。

　

東
京
清
掃
退
職

者
会
は
、
会
員
拡

大
、
交
流
行
事
の

豊
富
化
、
社
会
的

運
動
を
柱
に
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

方
向
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
る
た
め
、

 第１０回定期総会  
〈日時〉　６月６日（火）

午前10 時受付
〈場所〉　清掃会館ホール
〈議案〉　①活動方針（案）

②10周年事業（案）
③旅費改正（案）
④会計予算（案）

 総会懇親会 
〈日時〉　６月６日（火）

12 時 30 分
（総会終了後）

〈場所〉　清掃会館ホール

第
10
回
定
期
総
会

６
月
６
日
開
催

是
非
総
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　

参
加
で
き
な
い
方
は
出

欠
連
絡
（
返
信
用
ハ
ガ
キ
）

に
印
刷
し
て
あ
る
委
任
状

　

第
10
回
定
期
総
会
を
６
月
６
日

に
署
名
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、「
憧
れ
の

旧
古
河
庭
園
洋
館
と
ツ
ツ
ジ
の
名
園
め
ぐ
り
」。

お花見ウォーク

４ 月 日

笑い通しの３時間半
演芸を楽しむ会

日
本
を
代
表
す
る

洋
館
の
一
つ
旧
古

河
庭
園
洋
館
見
学

と
全
園
ツ
ツ
ジ
に

覆
わ
れ
る
六
義
園

ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

　

４
月
25
日
、
Ｊ

Ｒ
「
上
中
里
」
駅

改
札
前
に
集
合
。

ご
家
族
や
友
人
・

知
人
を
さ
そ
っ
て

参
加
く
だ
さ
い
。

旧古河庭園洋館とツツジ園

　

今
年
の
「
演

芸
を
楽
し
む
会
」

は
、
国
立
演
芸

場
３
月
上
席
。

３
月
６
日
、
家

族
を
含
め
21
名

参
加
。
こ
れ
ま

で
で
最
大
の
参

加
者
数
に
な
り

ま
し
た
。

　

看
板
は
人
間

国
宝
の
先
代
を

継
い
だ
６
代
目

柳
家
小
さ
ん
。

　

稀
代
の
名
人

だ
っ
た
先
代
と

の
比
較
で
酷
評
す
る
向
き
も
あ
り

ま
す
が
、
一
門
伝
統
の
滑
稽
話
に

定
評
あ
り
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ

て
、「
さ
す
が
小
さ
ん
」
と
う
な
ら

せ
る
噺
に
大
満
足
。
残
念
だ
っ
た

の
は
、
粋
で
い
な
せ
な
「
江
戸
っ

子
」
の
似
合
う
春
風
亭
一
朝
が
出

演
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
が
、

小
菊
の
俗
曲
の
粋
な
こ
と
、
力
士

か
ら
転
身
し
た
三
遊
亭
歌
武
蔵
は

大
き
な
身
体
と
声
に
似
合
わ
な
い

巧
み
な
話
芸
や
、
に
ゃ
ん
子
・
金

魚
の
漫
才
な
ど
に
笑
い
っ
放
し
。

奇
術
も
若
手
の
噺
も
な
か
な
か
で
、

３
時
間
半
の
上
演
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

大
好
評
。
年
２
回

実
施
の
要
望
も
出

ま
し
た
。

　
「
演
芸
を
楽
し

む
会
」
は
、
今
後

も
続
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。
例
年
２

月
か
３
月
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
開

催
時
期
や
年
２
回

の
件
も
含
め
て
、

参
加
者
の
感
想
等

を
踏
ま
え
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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安
倍
政
権
は
、
テ
ロ
対
策
を
口

実
に
「
共
謀
罪
」（
テ
ロ
等
準
備

罪
）
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
共
謀
罪
」
は
、「
組
織
的
犯
罪

集
団
」
の
活
動
と
し
て
、
２
人

以
上
で
計
画
し
た
者
を
対
象
に
、

資
金
・
物
品
手
配
、
下
見
等
の
準

備
行
為
を
処
罰
す
る
も
の
で
す
。

　

政
府
は
、「
国
際
組
織
犯
罪
防

止
条
約
批
准
に
必
要
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
条
約
は
「
マ

フ
ィ
ア
等
の
麻
薬
取
引
や
経
済

犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
の
条
約
」

で
あ
り
、
テ
ロ
と
は
無
関
係
で

す
。
ま
た
、「
現
行
法
で
は
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
を
予
備
罪
で
未
然
防

止
で
き
な
い
」
と
言
い
ま
す
が
、

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
防
止
法
に
は
予

備
罪
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
準
備

行
為
等
の
摘
発
も
現
行
法
で
十

分
可
能
で
す
。

　
「
共
謀
罪
」
の
目
的
は
、「
通
信

や
会
話
の
盗
聴
」
を
容
易
に
行
え

る
超
監
視
社
会
で
す
。
人
権
が
抑

制
さ
れ
、
気
が
付
い
た
時
に
は
、

戦
前
の
治
安
維
持
法
下
と
同
じ

運
命
を
た
ど
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

「
共
謀
罪
」
を
つ
ぶ
し
ま
し
ょ
う
。

「
反
対
署
名
」
に
是
非
ご
協
力
を
。
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17
年
度
予
算
は
、
３
月
27
日
に

参
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
ま

し
た
。
予
算
規
模
は
、
過
去
最
大

97
兆
５
千
億
円
、
防
衛
費
や
バ
ラ

マ
キ
予
算
の
増
大
、
社
会
保
障
費

の
圧
縮
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
費
は
、
15
年
に
閣
議

決
定
し
た
「
骨
太
方
針
２
０
１
５
」

に
基
づ
き
、
16
〜
18
年
度
３
年

間
の
社
会
保
障
費
の
自
然
増
を

年収等区分　　制　度　　　現　行　　2017 年 8 月　2018 年 8 月
370 万円　外来負担額　　　　　　　　　　　　 廃止　　　　　　　　　　　44,400 円　57,600 円　以上　　（個人別月額）　　　　　　　　　　　　 （入院に統合）
　　　　　外来＋入院　　　　　　　　　　　　　　　　　70 歳未満と同じに　　　　　（世帯単位月額）
155 万円　外来負担額　　　　　　　　　　　12,000 円　14,000 円　18,000 円　～　　　（個人別月額）
370 万円　外来＋入院　　　　　　　57,600 円　　　　　　　　　　　44,400 円　　　　　（世帯単位月額）　　　　　　　年間上限 144,000 円
住民税非課税　　　　　　　　　　　据置き

年収区分　　　　　自己負担割合　　自己負担限度額
280 ～ 370 万円　２割　（現　行）月 37,200 円
280 万円未満　　　１割　（18 年７月）月 44,400 円
　　　　※年収 280 万円未満は 20 年７月までの時
　　　　　限措置で年間負担総額上限 446,400 円。
住民税非課税　　　　　　据置き

医療区分　　現　行　　 17 年 10 月　18 年４月
　Ⅰ　　320 円 / 日　370 円 / 日　　　　　　　　　　　　　　　　 370 円 / 日Ⅱ・Ⅲ　　 ０円　　　200 円 / 日　

（注）医療区分ⅠはⅡ・Ⅲ以外、医療区分Ⅱは筋ジス、
　　 パーキンソン等、Ⅲはスモン等。

年収等区分　現　行　17 年度　18 年度　19 年度
153 万円　所得割　　　～　　　　　　２割軽減　軽減なし211 万円　５割軽減　　　　　　　　
　　　　　均等割　　　　　　　　　資格取得後２年元被扶養者　　　　　７割軽減　５割軽減　　　　　９割軽減　　　　　　　　　間のみ５割軽減

■ 70 歳以上の高額療養費負担限度額

■ 65 歳以上の入院時光熱水費負担

１
・
５
兆
円
に
抑
制
す
る
方
針

に
沿
っ
て
、
17
年
度
予
算
で

は
社
会
保
障
費
の
年
度
自
然
増

６
４
０
０
億
円
を
５
千
億
円
に

■後期高齢者保険料軽減措置

抑
え
る
た
め
、
１
４
０
０
億
円
を

抑
制
す
る
こ
と
と
し
、①
オ
プ
ジ
ー

ボ
薬
価
50
％
引
下
げ
（
196
億
円
）、

②
協
会
健
保
補
助
金
削
減
（
321
億

円
）、
③
64
歳
未
満
の
介
護
保
険
料

に「
総
報
酬
割
り
」導
入（
443
億
円
）、

④
高
齢
者
の
医
療
・
介
護
に
大
幅

な
利
用
者
負
担
引
き
上
げ
（
441
億

円
）
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

実
施
さ
れ
る
医
療
・
介
護
部
門

の
利
用
者
負
担
増
・
給
付
抑
制
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、
18
年
度
に
は
介
護
保

険
利
用
者
負
担
の
３
割
制
度
導
入

も
目
論
ま
れ
て
い
ま
す
。

■高額介護サービス費負担限度額

「
共
謀
罪
」
反
対
緊
急

統
一
署
名
に
ご
協
力
を

17予算
医
療
と
介
護
で

１
４
０
０
億
円

社
会
保
障
費
を
抑
制
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東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら

６
年
目
を
迎
え
た
３
月
20
日
、
代
々
木
公

園
で
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
」
が
開
か

れ
、
１
万
人
超
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

自
主
避
難
者
に
対
す
る
住
宅
支
援
が

３
月
末
に
打
ち
切
ら
れ
る
現
状
が
報
告

さ
れ
、「
被
害
者
救
済
は
国
の
責
任
」
が

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
橋
地
裁
に

よ
る
「
福
島
原
発
事
故
に
対
す
る
国
と
東

電
の
責
任
」
を
認
め
る
判
決
は
、
全
国
な

う
ね
り
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
い
う

報
告
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
９
人
参
加
。
集
会
後
、「
原

発
な
く
せ
」「
再
稼
働
反
対
」
を
訴
え
て

原
宿
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

いのちを守れ！　
原発再稼働反対！

南スーダン即時撤退！
共謀罪成立を許すな！

　

東
京
清
掃
内
の
自
主
的
活
動
組

織
「
清
掃
・
人
権
交
流
会
」
は
、

差
別
の
歴
史
と
現
実
を
学
び
、
差

別
と
闘
う
人
々
と
交
流
す
る
た
め
、

都
内
や
東
京
近
郊
の
現
場
を
訪
問

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
荒
川
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

荒
川
の
被
差
別
部
落
は
、
明
治

後
期
に
都
市
化
し
た
浅
草
か
ら
皮

革
産
業
が
強
制
移
転
さ
せ
ら
れ
て

な
ど
の
お
話
し
を
聞
い

た
後
、
地
域
の
皮
革
産

業
工
場
や
跡
地
、
街
の

構
造
な
ど
を
実
際
に
見

て
回
り
ま
し
た
。

　

荒
川
湾
曲
部
の
低
湿

地
に
差
別
産
業
を
強
制

移
転
さ
せ
た
明
治
政
府
の
や
り
方

は
、
枝
川
地
区
へ
の
朝
鮮
人
民
強

制
移
転
と
同
じ
差
別
構
造
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
現
地
を

見
て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
沖
縄

へ
の
基
地
集
中
や
、
過
疎
化
し
た

地
域
を
札
ビ
ラ
で
屈
服
さ
せ
て
原

発
を
建
設
す
る
手
法
も
、
背
景
の

差
別
構
造
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
法
施
行
か
ら
１
年
。
３
月
19
日
、

「
南
ス
ー
ダ
ン
即
時
撤
退
！
安
倍
政
権
は

い
ら
な
い
！
総
が
か
り
国
会
前
行
動
」
に

約
５
千
人
参
加
（
退
職
者
会
は
10
人
）。

　

自
衛
隊
員
の
拘
束
事
件
が
起
き
た
南

ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
即
時
撤
退
等
の
訴
え

に
続
き
、
共
謀
罪
反
対
運
動
を
進
め
る
弁

護
士
グ
ル
ー
プ
は
、「
政
府
は
一
般
市
民

は
関
係
な
い
と
い
う
が
、
治
安
維
持
法
は

個
人
の
財
産
を
守
る
た
め
と
称
し
て
成

立
し
た
後
、
す
ぐ
に
拡
大
解
釈
さ
れ
た
。

今
回
の
共
謀
罪
も
い
つ
豹
変
す
る
か
分

か
ら
な
い
。
危
険
だ
。」
と
指
摘
。
共
謀

罪
反
対
運
動
の
強
化
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

形
成
さ
れ
、
下
水
処
理
場
や
胞
衣

処
理
場
、
火
葬
場
な
ど
が
集
中
的

に
置
か
れ
ま
し
た
。
墨
田
区
の
木

下
川
地
区
は
豚
革
中
心
で
す
が
、

荒
川
地
区
は
牛
革
中
心
で
、
計
画

的
移
転
だ
っ
た
こ
と
が
分
り
ま
す
。

　

３
月
５
日
、
東
京
清
掃
、
下
請

労
組
、市
民
等
約
40
人
が
参
加
（
退

職
者
会
は
８
人
）。
部
落
解
放
同
盟

荒
川
支
部
役
員
か
ら
、
荒
川
の
被

差
別
部
落
の
歴
史
、
地
域
的
特
徴

現在稼働中の皮革工場の
なめし革生産用ドラム群

なめされ干されて
いる牛１頭の革

現
在
に
も
続
く
差
別
を
つ
く
り
出
す
構
造

清
掃
・
人
権
交
流
会
「
荒
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」


